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週
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課 課 課 課 課 課

規
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可
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１不１け１精１知１２

障知痴

動安い神能

１情

呆

自及爆及強れけ作ア

び発び度んい用ル害的

行性不の及れ物コ障

閉
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動穏不びん質ー害

２の安意

北 海

精現
在抑１そ１幻１精１分 神
科のうう覚神裂

病つ思状行妄幻運興病 受

状状考態為想覚動奮等 診
歴、態・心状興残

等状運迫態奮遺

態動２及２状

道 公 報

氏住

病発推

主従身病定

名所名たた体か発

るる合ら病

精精併現年

神神症在月

障障ま：

害害で カ

第

別
記

二第

こ 施号

の 行様

規 期式

則 日
は第

、
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一
を
行 降 趣 平
う 格 旨 成
こ し 及 十
と た び 四
と 職 内 年
す 員 容 七

障２用神

障２・識乱精

情暴怖害及２遅

感害恐

識依覚）

鈍力感意び滞

２害いア

衝障存せ

麻・

迫３度

為強軽

３行剤

動

有イ

の３験そ

欲体３

意

動３溶中

退多他機

減の

剤等

像抑び態

ここ 昏昏 等制２妄
んん 迷迷 想
の 該多

状 当２弁

態３ す３

る刺

拒 項激３そ

絶 目性の

を・感他

○興情

４ で奮高

囲揚

そ ん・

の で３刺

他 く激）

の テ

病 ゴ

年 歴 リ
ー
」

月 欄

こ に

ろ は
、
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日）

か

断 ら
施
行書

す
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を 後
制 の 曜
定 最
す 初 日
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そ他４
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４そ度
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範
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リリ 記

ーー 入
し
て 歳

く ）
し療

費 た

公 。費 則負
用
担

）

こ 昇
と 格
と に
し 係
た る
給（

第 料
二 月
十 額
二 に
条 つ
第 い
六 て
項 所

）

医名電

療

備機話

考関
所番

在

年地称号

）
□□
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□□□
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にが又当療

∨精はし費

印神依な公

を病存い費

付、か。負

けあら担

、るのの

空い脱対

欄は却象

にそのと

必れたな

要とめる

事同、と

態
項等通考

様 の 及 十像 精
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又
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１分１情１不１け１精
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１精
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興
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態動
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氏住

病発推

主従身病定

名所名たた体か発

るる合ら病
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神神症在月
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４
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日

で

時時時が
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事
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間
時

る

分き

お周成。
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大地年

更成更業 ハ日変平変営
す政 ラ本す

理の ンイる年る策 デト

株株株

に
日
祝
の

年６
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） イ社社社 売 後 ト会

株株株

会会デ 更式式式ラ 変小

）社社社ン 売 前会

規

ス河大名株河変大

氏
会郡し模

ー東規式東更

ー音小社音よ小

パ郡模

１

オ更売オ更う売 売
の小
項模
事規
出大
届

更 株ら月月由変 キザ 概

日

め 社式た 会株日の 式ス

時時

９９

前前

午午
社
会

業ー海ュ

ザオ北ニ

午午

者 株ーヤス

スケ道ー

ら

午

社プ 名 会キッ

式マテ
９

前店前前前

午開午午

時９９

午閉午午午

時刻時時時

式

業ー海ュ株

オ北ニキ

テ社

者ーヤス会

ケ道ー

開午午午午

プ 名キッ

マ

店前前前前

９ 時
閉午午午午

刻時時時時

木す舗

ー町店ー町と店

野をー野るに

ケ木舗ケ
通項い

セ大設大事お

ー
タ西す表西て

ン通置代

小 る取 ー

の役目業

音丁者締丁売

藤番行

店１氏１を

更目

店

は者

４又本４う

番名

地
在
所

び
及
称
名
の
舗
要

店後後後

時時

９９

後後

刻時時時

９時９９９

後

９９９９

店後後後後

時

開

名典の

刻時時時時

時

所及

住刻

び時

及店

称成

人刻

法時

に店

び閉

並び

道
海

北

っ
あ

に
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達

の
者
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代

は
て
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事



３４

納約海海札

資契北北入

格道

平 をが入条道道執

成 有行し項札農行

十 すうたを幌政の

四 る指賃示市部場

年 こ名借す中農所

七 と競物場央政及

北 海

２
い成

納契納札の平

入次
に

入約入参ず
海

期期場すに北

加れ年

日間所者該道

るも

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調パ調 告

に達ー達 お 示

り年付をソを 第

一７すすナす

般月るるルる

競５事賃コ賃 号

争日項借ン借

第

覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期
勝７か

経十間年律間時

済
地庁５和午

部支月昭ら

号

２３
書覧

出成出縦

届平届

年
月縦

日６の所

月年等場
覧
日

月 。争品所区課び

五 入に北総日

日

調

にい条・

札つ３務時

迅丁グ

す、６整

関て西

る

金

名なー

指速目ル

曜

停フ
をアプ

日

必す示

に当告

さー
止タ

平平囲が北要る第

成成内有海なこ

でり道資と号

政は

年年、得農格。又

月月成。部平

８８平る
農成 １１
日日年政

海

ら月北

か７課年

平

ーの

札品ュ品

入物ピ物

の
台等

下称８様

以名タ仕

及

入び

と当札

」量月入

札数１

後

。の書

うり明

いた説

域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

定
規 日に ５） 月

いビ
てー

れサ る ）す 火

。な
と能
こ可

いが
なス

を告

成日道

。
と
こ

号

月に９

３度第

年限示

当

す

で約定

ま契規

日該に

延品

だを物

た間る

。期

を価よ

）単に

、長の

し

道

す海

を北

施。

実）る を
日 で休 ま

堀
事

。知

る

曜
土） 、。 日く 曜除 日

民
国
び
及
日

者契

イア

捨税

落で約名
関 の た業札あに 分 て事
金者者る
とかす

こ借

算る貸

予す賃
額で

範との

の

落額

提開に入る

そ号ア

のの札 出げ金を

札掲札

達

場入等算

時決 る額加

也
９

提

北項当契要入入

１月
り書参参

海のた約札札
希

財定の作加加出

道規
価の込望期

務に単成申

５６７８

に
日
祝
の

よ

開札交交便札

入入郵落

札明付付はの

説又者 札
日の場方報定

書電決 保

場日場

札札札

入入開

っ申事称

）あになをる
を

もか当たし務

をる相
るはる担北

っ免す者出

道

落事金、こ当海

て税

札。る農

札業額落とす
部

額で入決組政

金者を
る書後の農

とあ札定織

や称課

るかに速名政

す

おに 札にし

に定

のを記

びる金

い当 所他及係た

北の費

、っ こ消額

てた

２て 北

告及該

には 海海公税当
入 札農にび金

規、 道道

方に

す札 幌政定地額

定

中農る消１

る書 市部め

未

格記 央政入費円

資に

要書者

規

を載 区課札税

定を否のは限

則り）

和たっ出次

昭めも提、

予てに平

年定入よ成

北価札り

海格所年

道有定７

規１効の月

則月な入

た札参

第当入札日

金付所法よ法

交に方

証

札

関入

にる

時
入す北北

事道道場

に札る海海の
め

じ証項札農所認

同保
は市部交な

。金幌政で

免央政すも

、中農付い

所時所

除区課るの

同

海海成に

北北平

道道
市本月

幌７。

札庁年じ

中庁
区７

央舎日

すにび務

で問載か及総
在調

入ずる消所・

、わ
に見と税地整

札、こ費

ー

加ものル

参積。等グ

るた税プ

すっ課

三 者１事

七

あ

消たで

、当者

は月業

有さ 北総に満
費り

す下端

しれ ３務関以の

い金 西調る数

なた 条・

件費あ

者額 ６整条消が
当 目ルに税る

のに 丁グ

反」き た該 ー違等と し

い、 札額 しとは 入金 プ

入うそ 、の た
財札。の

は）端 分 務

。の限申）

号りに加月

）を

下価。書

以単る込

）
者す 務制た出 財のし提

」範落こ 則のをる 規限
でと い内者。 と囲札と

務す

す北総。と

最す う

整
西調。

。条・る

る３

北階水

プ
ー
目ル

丁グ
６ ６部後

西政午

条農
３）

目会時

丁大１
議

約免

等契か

税のる

室分

課の業

る額事

係金税

に

無取金 ５ 則、の数 の 規
効扱額 に 第

相 といを

。

。
各るすり

す切 条当

価 第の。 ）低る
格
条
第１



土
業
竜

事神同同深同同

良
体
改

主地川

北 海

良 北

土事 海

地業平

同同同

道

改の成 告

良工 示

法事年 第

の７

昭完月

和了５ 号

の日 第五高

道 公 報

に 北

土係土石 海

る平地 道

管成改狩 地
告

良

改
理 示高 良
規年区 第

程７名富

法
を月 昭
認５ 号

可日土施第

和

第

真 北

土町 海

土平 道

地成

地
告改 詳

改 示良 細

良年 第

区７

法 は
、

の月 昭 入

定５ 号

説款日

和 札

号

こ

イ
平所の

成入
十在札
四の
年執
七

一一音内納

名区市

地行

東東 区已江園 已已

地一

同同同

名西１２１２内

業旧
復

害
事災同同

ダ 頭沢法出 富 ７の年届
っ

工ムム第あ

首ダ律が
た

第
） 同同同。 号

２
の

条

首 改 法た設頭 地 年し６

第良名工

律。

、 第

持 ）

管維 号

操
の ２

そ の

理作 条

を
律 に更

法 書変
年 明の

る認
第 よ
。可

。 第
た ）
し 号

２
第

条

月は

五、

日

る

番番す

便話開

郵電公
。

号号

金

－－

曜

－ 日

北

） 種
海設

北施
用 の業

農
同同同同同

堀
類
事
知
道

定
規

の
項

１
第

了成
完平

他 第

お
と
の
次
、
り
よ
に

北つ 規

に の

理 項

規管 １

知必 よ

道て に

海程い 定
の

堀事 次

のな 、

事要 り

定
規

の
項

概定 地

を 土

項

事 平

知 、

道 り

海 よ

北 に
成

堀

月
６

年

幌線 札内 道
海

市
中－
央

丁
６
西
条
３
北
区

達年
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日

習１
会

次成習日場

を平講

会
の

り

り月の

お７催

と年開

改
地
土

北

家 海 同栗南

道畜
告商
示法
第 沢幌昭

要る

也い 施

て 良

達め 改
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設

達

北南栗同同な

厚
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日

山農 土

ま 沼ぬ
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同同

地
土

知

同同空

目

協

地業
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催日時

開５日時所

改

。場成幌

るび平で札

す
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央
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日３
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号
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第
律

法 町町

年

優
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３
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盤）盤）第
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区

良
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７
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２１１
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４
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館
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１
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整）整整２

か

号

進進進１

促促促第

整定
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］］］よ
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る
成
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備
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進進進

促促促促

備備備

進
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盤盤盤盤

基基基基

］］］］

備備備備

整整

進
促
備

整

暗暗暗暗

］
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整
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暗

）
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施
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地業

農農

三
八
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午
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ず平実腐

家つ命
みを１

伝ちる成蛆

畜ば

そ 施平 病 染の。

成 病所年のの

十 目 予有７発

四 防者月生

年 法に５的予

七 対日防

北 海

海
北
道 参け産

告 受す別るこ係

示 講る記この）

第 者こ様と講に

にと式。習照

は。１会会

号

講びつる

受及にす

道 公 報

な、すそ

料名とは付
５

し 講よお別る

と 受に。
３定との

て 希っ、にこ

者消のめ。

、 望て

は印たる

、すだ別他

別るし記 円

第

４

人及受
講

法の 家たの工び

条師
事 畜だ特授機
師障手

項 昭 のし別精能

癖家資の害

に 和 悪、な

係
許係

る 年 、畜格免に続

機商を

号

２３

の

事畜畜 習習家家

講講
び引種 象及取品

対項の
習関び

者講に及

月 昭しの

五 和、た

日 当め

第ば
律つ

法み
年該

金 ち
に
号曜

第
い ）

つ

日

記てと

願別いこ

、 ５
て

２な

受式明

の様不。

書
講いあ

受つが

後に点

理

は

交、き

をはと

書てる

にこ書様 に

す寄、

付最

め。に２ 当 定とき式 相
別をるび る る）よ及 す
様成別許 面

記平特免 額

な証 の 式
１年資 北
受月を医 道

の８格獣 海

有師 収 講

有をる

講 法

願日し免 入

第 障施す受講

習 律 能法
害行るけ習

が
、

及規者てが
除 ）畜 び則にい免 号家
改 疾ある
にれ ３良 病昭っ者さ 第
はある 条増 和て

殖

人て 獣法 ６年本っ。 の
医

時農

師昭 間林のは

家間る徴

時す特

和 省希

４

務
業

の
引

取
の令

畜法

条

し
事間間

従時時

に４

蛆 第
腐

そ

防海 規
予北 の

の 項
病 １

り
め事 よ
た知 に
の道 定

受 と
を の
査 次
検堀 、
の

農

で支庁

のの支

るり各

振興

講業振

受農業

、庁

当農務

、部農

日興部

当

振

講か産

受課生

該務課

書、許 証

書ら

副）習は を
正金講又 紙

通で特畜 定
２まの家 所
に例人 の
本管置授 に
正所措工 欄

は支受師 り
にのを精 は

家長よ許 け
、庁け免 付

商提との 印
畜にう） 、

令望の の
免

を法 ４よ項 許年 第に事

け第 。、び 受律 号り並

以講に

て 下習
のの 号 い

令例項 者第

省特事 る）

」措の に

いとち っ第

と置う あ条

る
す

と
う

よ

うし家 て１

と
こ也 当
る り
け達 お

者

幌沼張

余小栗南長夕

該

を

必付係

を交興

市樽沢

ず

島寿蘭ニ留喜倶

持受畜

牧都越

檜セ寿茂知

北今

出す写 章

山コ都別安

金

るとを は
習するし 又
講

森八長函

数署こき添

手
益野飯雲館
万

厚浜大七

の

。て畜 は項

部

田

畜癖

第獣悪 及家

）、の

江千恵北石当新

６医び

津

幌別歳庭狩別

広篠

札

すす町

施施
実実市

２

島

町町市

域域
区区村

るる

町
同同同同同同

町市町

同同

町町村町町町村町

月

８８

同同同同同同同

月

町町町市
らら

かか

日日

同同同同同同

村村町町 町村

ら
か
日
５

月
８

同同 同同同同

市市市市市市

成
平同同同

のの名

ら
か
日
５

月
８
年

町
市

期所

及該生

名当衛

村実
お定

施にの

実間長 施
び

所日

日てる の 期いめ

の

三
九

月月

９９

６

月
９

でで

まま

日日

月
９

で
ま

日

健
保
畜
期家

轄

で
ま

日
） 日



藻満

幌歌豊東女美津斜
町町

琴別

延登富幌別里

町町町村町町

北 海

良富
富上留増小苫羽遠

町

野 野
良萌毛平前幌別

市町市町町町町

道 公 報

川
威

和剣朝風下美音中
村町

府

寒淵日連川深子

町町町町町町

第

加神

幌深旭東比美士名
市市

内楽

川川布瑛別寄

町市市町町町

号

美滝

平
成唄川別
十
四
年市市市
七

８８

同同同同同同同同

５

月月

月月

９９

らら

かか

日日

月
８

同同同同同同同同 同同同同

月
９

ら
か

日
１

同同同同同同同同同同

月
８

同同
月

９
ら

か
日

月
五平同同

日成
月

８
年

金

日

曜

ら
か

日

月
９

６

で
ま

日
６

でで

まま

日日

で
ま

日

伊苫静三浦音上

で
ま

日

幌

別達内石河更

小士

穂
真

網紋豊洞壮早追厚

牧

西雄北
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に
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通

区域地線西

化区土１
域２３

及区東１

域の、

化各、

街の目

市線丁

び

昭
計村に郵５ 号

画の、便日

和
法変民事号

年の住知番

律更及に

第のび意

案利見－

を害書

号次関を

と人出北 第
の係提） ）

おはす海

類め西る所

り、る道 条

区計北民

土地市

る土都
道川

地の画画海部

土地
画域理案建西

区区整の

称業と部所

整事の設支
大

業り市び

事お都及

理

昭

広西画正

位帯川）計

１村に郵５ 号

月の、便日

和
法、民事号

年間住知番

律一及に

第般び意

の利見－

縦害書

号覧関を

供人出北 第
に係提） ）
すはす海

漁
積途

用

る、る道 条

港
施
設
用

区及西

整部野

調一木

地

丁

区西４

の川１

域び通
び

道線及

海基目

北分町

堀線西

１野

事東木

知、

と設 ２
告縦こ建 第

、通

で都 に
の期が部 項
示覧

る計 い
か満き市 お

日間
そ課 準
１の。画 て
ら了

提す す
間ののと 用

月日
先。 同

一日出る る
、翌

縦起、 第
のらは 法
般か

線帯

稲基、所

市町課支

線１都

基東市

町、広

田

部

１西発

東、開

、線市

各計

東の市

、線都

線１

１
。縦こ建 第

線一画

２

で都 の

期が部 項

覧と設

に

了る計 定

満き市 規

間

り

日そ課海 よ

の。画北

都

翌提す知 、

ののと道
堀 計

か先。 市

日出る事

起、 画

らは

四
四

の

の目

達線丁

１５

西１

一各

也各

覧算札
中 １
供て市 第

にし幌 条
の。間区

る週央 項
す２

市

部広

一帯

各、

の部課

し幌 案

算札 の

置び市

及 央也 の

２中 次

て市達 を
と間区
週



９

縦北帯帯備備見

準準意

平 覧海広広書書書

成 場道市市ににの

十 所建都市対つ提

四 及設市民すい出

年 び部開部るて期

七 時都発川意環限

北 海

５６７８
係備縦平す

事規関準関
法 覧 実地書成る

業

域の
範覧７ 区期 の縦年律 施

間５和

域模囲期間月昭

道 公 報

市

平都事種名

１２３４

計

成

者類称

月定

７決

年画業

日者

５権

第

般の 北

環以のな日 海

境下縦おの 道

影覧、翌 告

響準に準日 示

評備供備か 第

価書す書ら

法」るに起

と。つ算 号

平いいし

号

３
縦

場

化に

街し覧覧

市な縦

域都

区る所

整す

調供

月 間市部西見境、

五 計都支の提

日

課計及全先

画市所保出
地記

課大見び

画びの及

正

金

所ら事

支か載

曜

意
の項

日

前前前を

午午午見

、日

帯線約帯場年

広所金法 広、

びか第

市西ヘ市及）律

稲１ク

田線タ時ら

基各ル月号 町のー間８

東規 、部日に 線一５）
定

北土帯

の

る 線）す １月

市

称広長海地広

名帯会

整田

稲有帯画稲

市道区
西

海川市理川

北田塚広

土宣２業土

道西利西事
画

区南区

事地条地

知
堀画

。環２

成うてて

整丁整

及保間

画年）境週

企９
この経

企律び全を

部法
れ見過

画第

課

ら日

）要かる

号を地す

しのま

第約

に市

第書見に

条た意で

建

すの道

入画海

編計北
案都

地の部

土更設

る変
課

お画

域と計

区の市

の

時時面

９８８書

）、
り

に

時
か

ら提

午かかり

ら分分よ

時後後す

５午午出

後ら
５５る
と

分時時こ

ま
ででき

ままで

で分分が

を ２日 東で休 、ま
、） 各日く の曜除 線日

び

川及

び日

及曜

部土

一
事

理目理
基民

町国

西

達組

海準

北立
設１

也合－業

を、

堀

会

事員

知委

道備

の次す事

項を有知

１類

は見

定と者意

規のるに

り告書を

より、書

にお

よす

環のに出

、示面提

響ら縦こ

影かりる

境日

開
市

都
市

広
帯

評１覧と

。
る

及
課
画
計
市
都
部
発

定 北

昭） 海

の平 道

一成

和
告 場

部 示年
を年 第

次７

北
海
の月

７８

１に

東日

、休

線の

４５６

会

業係明日

名事規関説
範催 区

の開 施域の 実地

都事種

価
評１２３

也
達

計

備成市

準平
書

載月定

記７決

の年画業

満き

準間間で

価月期が
。

書一了る

備、

北

環 海

境 道

影

アイウエ

告

響

代

示

評

意表準準意

第

価

見者備備見

をの書書は

法

町
更
音
び

提氏のに日道

期事

出
出載

提提記

よ５ 号

帯帯改
第に

示う日

告 所
広広正

西役る
号 市市す

道道 南水海 条北 ５所。

日時

証 目３入 丁棟収 ７

約帯び平
及
時

称域模囲
広場成な

帯帯線

広広、

お 市市西ヘ市所

線タ７午

稲稲１ク年、
６

川町のー月後

田田
西基各ル

地、部か

土線一日時

者

事５権者類
区東火ら

周名帯会北土

をの

項日
さ市道区

知称広長海地

北田塚広整

せ稲有帯画

西利西事

た海川市理

る

地条

の知土宣２業

め道

明区南

説事

号 出名名つ本

びてに成

し及称い語平

た環り年

う主のよ９

よ
事の意律

する境、法

と
者務保見第

る
の所全の

名所見由）

氏のの理号

及在地を第

び地か含

道

成便海

平郵北

限先項

番
８設

年号建
部 月
－都
市 日

計

売 議元 会の 大紙 階

月画

人
き

ば
さ

り 室

四

及五

線午付

画１）受

り
売

び

う

事東６行

理、後を

整

。

業２時

線
及後

部午

一ら

各か

の分

西。

川時

び９

会堀画

開理目

を整丁

催達組

。北立

る設１

す也合－

堀

会

事員

知委

道備

海準

１

所のて第

住）らめ条

意記

そる規

人すの

法見載項
り

の。よ

他とに

のこ定

課

っと

あの

に次

体、

団

区
央
中
市

幌
札
道
海

）北

の
人

き
ば

さ

６
西
条
３

北

お

也
達

１
東

、
線

基
町

指 響

名影

の境

そ環

はり

て

目
丁

、
称



成
平

室
根

４

北 海

勝

新千新安収支地十

２

飼市飼全 生歳生去庁域

成 に

株株収年平

性 料料

月 式式

会会関去日 社社

道 公 報

歳

雪釧雪北北糖栗北千
精市

印路印見海所山海

苗苗糖麦

種市種市道町

式会

式式株式

株株業株

社社会社

会会

第

び

町 養造海

栄製及別

１
等

に場所

分業
成事

号

り
売

２

平さ
成ば
十き
四人
年の

七

飼飼
牛合

用配

料乳用

項

タ）治道

ネ用明料
育料

ー配東
合

歳歳

す 千千

牛飼

検 場場料酵 工工る飼発

千新飼類飼 査種合

の混

料飼ア 飼市飼

生歳生

新

ジ 式式のス 株株料ー 料

路北

別釧社

称ェ 会会名

栗北千

場場製

工工見

海

所山海歳

雪釧雪北北糖

市道町精市

印路印見海

株業株

苗苗糖麦

種市種

関

会会式会

式式株式

株

すの在

公

町
海

収別

査
検称地

る名
去

月
五室

日

庫
金

用
信

蘭

金

曜

和
昭

日

研会更明道料場

ク
ン
タ

歳歳

千千料

社社

工工製年

場場

造月

イ
レ態袋

の ノ
ミ形紙

ア

別釧社

社社会社

収株

ン

ア

場場製

工工見

海路北

肥ー料きミ

雪牛ビ飼つ

パ外フ

配育ト用）ノ

印

プ産ー

飼名ル国ィ

合用

場

全ペ大ド

料人
表

プ のー
ホ

料ー
ノ

飼ス

所

金
知用
道信
海蘭

北室同
店

支支
町別

堀東幌
庫
事

支式

音社工治東株）

店

工ー）糧店会

更ア場飼

場ス株社

技式釧釧

式音社飼工

株研会路路
グニカ

炭乳とねンー酸

菌もかルンル

酸酸う油

ペウ

ル、ろすテグシ

カ
シ酵こ、ン

ア 事社 去造会
製式

場ス
ー 業 場 内
所）技

ぬ

原米
か

容、

連ッ

畜レ豆

と

和ト皮

製年
称

名
造月

成
平

粗白

年た

也削
を

達」

月試

７ん質

料にを

飼定要
規概

。
る

お

全、と

安りの

のよ次

し大フレム

の成り

性平

ト食

ム、豆ィッ、

ウ母
バイかド、塩

、ラ油ー
蜜

チ麦す、糖
み ル、、ス
つ

菌たーリ炭

スなコク、

材ふ
う

、

のふ 料、 飼す －該か 当
飼 等

票 －、 示料ま 表す

転料 り
よ

－－－

－－－

験

日粗

５

脂
カウ

結
肪

ル 果シム
リ の

公 確

す

保年表

及
質ら

品か。

び月る

の
すび

関及
にで

善ま
改月

由し

出物出

検動検

る平

か

な来な

し

っ

か

加
）添 記 －

っ

物

物

試動
由
来 験
結

－－－ 概ン
要粗
繊
維

道粗 ） 海％ 北
知灰

事分

法成

備

堀

律
年

に
和月

昭５
律し
法査

年検

四第た

六収

た

第料
）飼
号去

。は。

た の

考

也
達

記項
特事

果は

のの
項果
６結

第験
条試



当

２
出推な

働提被労し
働 使問

平 組 用題のす薦い

成 合 者を使る資者

十 法 委主用こ格で

四 員要者とをあ

年 昭 候な団。有る

七 補業体すこ

北 海

成薦

働会平推

労員
委１

資

組の
合使

月有

施者７を

法用年格

の日る

令員５す

行委

道 公 報

海り一北川

よのを上
道び成

洋、部変海及平

生北を更

物海平後水空
林支７

資道成の産知年

源の

部に５

の海年北務庁月

生月道資あ日

保洋７海

存

第 号

成
平

室
根

和

月 者務がると

五 年 をと使者。

日

取委

律 薦て者

法 推し用

きり員

第 で
る扱候

号金

第

用使者）

使う補

曜 者用を

団者推

条日

は体しの

体団薦

補及

昭候者

公

者び

和

続

令薦手

政推薦

年の推

求
第を
め

第
。 ）

る 号

日海管て

及物１の源っ
課経

管源付洋理は

び資
に保で物及済

理のけ生
更源各林

関存変資び部
庁課

るびしの支務

す及
律理の存経）

法管た保

にで及済に

公管水え

平関、び部備

飼飼
牛合

用配
乳用

成す

育料
グ

ン
キ

と１

北あう第

、でよ４

のとるに

道こす項

海る
内はす

域き定

区。と規
の

に記員

み別委

の、る

第
条

をの格

織式欠

組様

１

告

よ

知 に

道 定

海 規

北 の
項

理産置

道
海

北

堀 、
り

事

て

年計すに課い

８る表

法画る関

律。す石縦

計支に海

第平る狩覧北

成

画庁供道 号

はある事

）年」にす知

第

省て）堀

４月、っ。

条

、済

７北し経

第日略は

項海

有推条

株標料工

ク
ン
タ

氏

労を該

、書に

し薦項

達 地

労年 方
地名 道

海
北

働

也 労
方

記
別

北 様

海

不

式

部達
つ
に事

点知

の道

明

内産也

規公の水

の道そ
４５６

、

に）容室

定表

薦の

推別推平推推そ

３

書書他

薦段薦成薦

候の期
限７提、

補制間年のは

醗

のは月出北

者

は ーすル綿ム酵ト
っ

菌抽
レ ンま、実、母酵

食ー、出
プ グ）糖、コ

蜜 みト ル、
つ

津株場
テア、塩ン乳物

丹社

社店会

会支式）

式

豆

中飼道

屋部海

波中北

加も
ロす

こ 処イか

ろ 熱マ油

所の 委
働齢 と）、 し 理

用社地 使会在 会属所 員

及
）称

員所名

委業び

者事

者属お 代氏補所に 候
の

北達

、
は
て
い堀

会け 表
使

労
部

済様

経
道也

海推

数な５先海

福薦用

政住

。経

い日道
福

ら政

か労

）部

金済
課

日祉

、シ酸
コ

ま出

）提

木に

フフ酸りロ菌
ッ ンル炭

プ枯ス ィァカんッ、
カ

フシカ、草菌 ールル酸

、ァウル麦菌、 ド

こ麹 う ミムシ芽、
じ

亜硫素

ふー、ウ、ス菌

、

、、コカ

鉄鉛酸酸

酸

もた 加 う、な
か 理
こイ油 処 ろラね 熱

と豆、、

、）す 大
し麦

ンン

ビンパチ

う、大コ

タ

地 し 者社る と

、 ミト酸

歴所

職名履業位

て事 役

の え属） 添所所 を
書）

会四 社従 、

七 業 次

団

祉者

を業数 者事員 の

会
照所名

に体

課

務

と事

こる

る書た

す主

こ
る

です

在
所

年の
所

。

酸酸ルシ

硫硫バル

。
と

ガヨ

、ン、ム

銅マトウ

コ

ビ ンテ、

、
酸ンウ

硫

ン
、 ン ビ、ン ミ 、酸リ タ
タニ

由し
物出

動検
、 ミコ硫

か
来な
っ

体 印ま上 し盟 薦加団 推 た

日

）

月地

。
す級

は。



１ 北

次 海

の平入 道

と成 教札

お 育

り年に 庁

一７付 檜

般月 山

競５

す

教

争日る 育

北 海

及発

開れ開所開

１２３

氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

道 公 報

事 北

都は 海

、平 道

完成

市 備

後計 考

了 志画
し年 支

た７

法 詳

庁 添細

。月 告

５

昭 付に

示

日

和 す記

第 る入

第 号

平
成
十
四
年
七

入事 局

札項 告 道

示 教以 第

育下
号

１

庁入

檜

」
札

山と

教

う海

い北

育

住号

含の番

に者び

。道

玉式表成

余埼株代平

ま
市
郡県会取

月

市い役３

余さ社締年

町たし

黒まま藤

川市む原日

４年 履す

号 歴る支

は。

第 にと

律 書こ

法

、

号 庁

、第

歴）

学
職

第

歴条

告
賞１

、
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技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

号

名又 表 定は造

検又代製
査
の 者及検

請称は 者

申

を在種区番 者

のび

月 行地類分名名号五
日 マ 愛ぱ遊

ル 知ち技

県ん機ぶホ

春このっン

日遊認と工金

市機及ハ株

井技定び業

曜

山型ケ会

桃びリ式

日

期 者氏

１のン

町式ー社

号日号間名所名

番氏住

平第公愛マ代

名
マ

示知ル表 成 ル

の県ホ取 ホ

日春ン締 年 ン

日工役 工７

成市株岸

業月号平井業
桃式

株５

式日

夫

社７町社勇

会年山会

氏住を在種区 期氏

月１

ス

間名所名行地類分名

ち技ー

公愛マ代愛ぱ遊

取県ん機パ

示知ル表知

春ン締春このー

の県ホ
日工役日遊認フ

日

機及イ

平井業井技定ァ

桃式桃びン

成市株岸市

勇町式レ

年山会山型プ

者
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７町社
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在種区番
平第

地類

マ 愛ぱ遊

成 ル 知ち技
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年 春このーン

日遊認パ工７
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井技定ー業月号

イ会

桃びァ式日

市機及

氏

１のプ

町式ン社

山型

愛マ代

名所名行

氏住を
役

春ン締

県ホ取

知ル表
会

桃式
市株岸

井業
日工

目定

丁検

１夫

町社勇

山

等
に

条
６
第
則
規
る
す 地関 番

日目
５丁
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丁検炎

間
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日目目定の
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６
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則
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年
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検又代製う型式
技 者

申名又業遊遊 表 定

要検検検

９

請称は所技

遊型製型定定

型式の概

１

年有 造 技技式定の 遊

検検検検又代製う
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号
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検の機機 年有
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行地類分

氏住を在種区

東株代埼埼回遊

名所名

県式機

京式表玉玉胴技

社締川狭遊の

都会取県

機定

島ロ役越山技認

豊
東オ谷南大及

区デ市市

試
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池澤台字び

月 のの験番効 式業 機機
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知ル表知ち技

締春このっン

県ホ取県
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請称は 者

申

を在種区番 者
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月 行地類分名名号五
日 株 愛ぱ遊

式 知ち技

県ん機に会

一このゃ社

宮遊認ん藤金

丹機及ゃ事

市技定に商

曜

町型ド

陽びん

日

住 期 者氏

ツのー

三式リ

名号日号間名所名

番氏

平第公大株代 株

示阪式表 成 式

の府会取 会

日大社締 年 社

阪藤役 三７

成中事松

共月号平市商
央元

５
日

年区

在種区 期氏

月本夫

７内

所名行地類分名

氏住を

間名
公群株代群ぱ遊
ん機フ

示馬式表馬ち技
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の県会取県
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機及ー

平市共崎技定バ
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７

日号

在種区番 者

月丁行
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日遊認ス工７
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井技定タ業月号

型会

桃びア式日

市機及

氏住を 氏

１の

町式社

山

知ル表

愛マ代

名所名行

業
日工役

春ン締

県ホ取
社勇

山会
桃式

市株岸

井

井検ム

１夫

町

番す
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平に
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５町

第
条
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第
則
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地る

３番
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決公日務海海

当察幌

しけ担警札
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手海す本市
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警組総央
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計条

部名会２
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及株札

示及課西
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））た

住会市

用用日日び式幌

上丸央

服服所社中

夏夏

１

長半今南
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条

袖袖井
西
２
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